
守られるのか？土地と水の安全。

「採石場跡地への盛土は
　　なぜ危険なのか」
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リニア新幹線の非常口が変更されました。

藤野トンネル区間（道志川〜山梨県上野原市）の非常口は、

新戸（旧相模湖町）と大洞（旧藤野町）になります。

それぞれの非常口からは大量の残土が搬出されるでしょう。

この残土は採石場跡地に埋められます。

新戸採石場には他地域からの残土に、リニア残土５６万m３を含む１２５万m３、

大洞採石場には少なくとも４６万m３が盛土される計画です。

新戸、大洞両採石場ともに直下を横浜水道の水源である道志川が流れています。

横浜市は水源への影響を危惧して、対応の徹底を求める要望書を JR東海と相模原市に提出。

しかし、JR東海も相模原市も「採石法と残土条例で適切に」と口を揃えますが、

その実体は業者まかせです。

大型台風や年々強まる異常降雨、遠くない将来「起こる」と予想される巨大地震。

大量の残土でこの地を埋め、土砂を盛ることの危険性をともに考えていきましょう。
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